  第4学年　国語科学習指導案
平成３０年１１月１５日（木）　５校時
うるま市立高江洲小学校　　　４年３組
男子１６人　女子１３人　　　計２９人
授業者　　　　諸　見　里　　　佳　印

１ 単元名　興味をもったことをしょうかいしよう
　主教材「ウミガメの命をつなぐ」（教科書　教材文）
　補助教材「アリクイの口のなぞが、ついにとけた！」「ペンギンの体に、飛ぶしくみを見つけた！」
「ゾウの長い鼻には、おどろきのわけがある！ 」「すごい目玉をもったアザラシがいる！」
「パンダの手にはかくされたひみつがあった！」
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２ 単元の目標
◎興味をもったことを紹介するという目的に合わせて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え、文章を読む。【読む　C(1)イ】
◎興味をもったことを紹介する目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しながら読み、文章などを引用し、興味を持ったところにそって要約する。【読む　C(1)イ】
〇書こうとする中心を明確にし、目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書く。【書くB(1)ウ】
〇書いたものを発表し合い、書き手の考えの明確さなどについて意見を述べ合う。【書くB(1)カ】
〇指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす役割を理解し，使うこと。【伝国(1)イ(ク)】

３ 育てたいプログラミングの考え方  
	単元を通して
	児童が苦手とする説明文を要約する活動も、文章を形式段落ごとの小さなものへ「分解」し、目的に応じて必要な情報だけを取り出して「抽象化」し、その組み合わせを考えていくことで、単元を通して要約に必要な事柄を学び他の事柄にも活用できるように「一般化」する。

	本時では
	要約文にまとめる活動において、付箋紙を活用して「順次処理」をしたり、友だちとの会話で自分の考えを「再構築」したりすることで、論理的な思考を育む。



４単元について
　（１）教材観
本教材は、絶滅危惧種であるウミガメの生態を明らかにし保護しようと研究を続ける名古屋港水族館の取り組みについて書かれた説明的文章である。自然界で生きるウミガメの生活の様子を明らかにし、試行錯誤しながらもその命をつなげようと奮闘する飼育員の思いを読み取ることができる内容となっている。最終段落では、水族館の役割に目を向けた構成になっており１学期に学習した「花を見つける手がかり」同様、話題の飛躍が生じ、一般化が図られている。
この教材文は、写真や表、図などが多く使われ、内容理解が理解しやすい構成となっている。説明の組み立てが分かりやすいように、段落の始めが西暦・年号、接続語などで示されている。それを読み取っていくことで、筆者とともにウミガメの生態を追っているような感覚に引き込まれる。　　
このような特長から、児童が興味を持ったことを中心に、内容を要約して紹介し合う言語活動に適した教材である。そして、児童には、「ウミガメの命をつなぐ」ことに着目させ、水族館が生き物の命をつなぐ保護の役割も担っているという筆者の思いをとらえながら、自分の考えを深められるようにしたい。
補助教材「アリクイの口のなぞが、ついにとけた！」「ペンギンの体に、飛ぶしくみを見つけた！」を含む5種類の調査報告文ついては、内容が読みやすく4年生の児童に適している。興味のある文を選び、本教材で習得したことを生かして、科学的読み物を読みポスターにまとめるという言語活動に適した教材である。
（２）児童観　
   ①単元・教材に対する児童観
この単元では、科学的読み物を紹介するために、文章を要約することの力を身に付けることが必要である。児童はこれまでに、３年「くらしと絵文字」で身の回りで見つけた絵文字について「要点」をまとめながら説明する活動を学習している。
　　　また、４年「花を見つける手がかり」では、「結果」と「結論」、「事実」と「意見」を区別して読む学習を経験している。さらに「見学したことを報告しよう」では、組み立て表をもとに図を入れながら文章を書き、書いた文章を推敲する活動を行ってきた。
　 ②児童（生徒）の実態
	 アンケートによる実態
	■肯定的　　□否定的

	1
	読書が好き
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	2
	どんな本を読んでいる？
	１位　シリーズもの　２位　物語
３位　自然科学、スポーツ

	3
	文章を書くことが好き
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	4
	学級で話し合うことが好き
	

	5
	ペア、グループで話し合うことが好き
	

	6
	友達の考えと自分の考えを比べながら聞いている
	

	7
	授業中、友達の意見を聞いて、「考えが深まる」ことがある。
	

	8
	フローチャートを使って考えると、問題を解決しやすい。
	

	実態把握テスト
	■できる　□できない

	1
	形式段落がわかる
	

	2
	接続語が分かる
	

	3
	段落の要点をみつける
	[image: ]


　　アンケートの結果より、本学級は、物語（シリーズもの）を多く読む傾向があり、読書が好きである。科学ものに関しても、興味を持っている児童が多い。並行読書で、科学的な読みものを扱うことにより、興味関心を持って主体的に学習ができるようにしたい。話し合い活動に関しては、学級全体で話し合うよりも、ペアやグループなど少人数で話し合う活動の方が自分の意見が言えると感じている児童が多い。その中で、自分の考えと友だちの考えを比べながら聞いたり、友だちの意見を聞いて自分の考えを深めたりしていると約８０％の児童が感じている。しかし、実際の児童の様子を見ていると、考えが深まっていない児童もみられる。プログラミング的思考に関わる項目に関しては、まだ数回しか行っていないがフローチャートを活用すると問題を解決しやすいと感じている児童が多い。
　　実態把握テストの結果より、読む力に関しては、形式段落について全員が理解している。しかし、接続語を使い分けたり、段落の要点を見つけたりすることは、事前の支援が必要である。
（３）指導観
①「単元を貫く言語活動」
・活動のゴールを示し、「興味をもったことについて紹介する」という目的を明確にし、児童が見通しを持って主体的に活動できるようにする。
（教材文ではリーフレットの作成。補助教材ではポスターの作成）
・並行読書に、児童が読みやすく、興味関心のある科学的な読みものを扱い、自ら選択して意欲的に活動できるようにする。（補助教材　５冊の中から選ぶ）
　　・情報を「えらぶ」段階において、興味をもったことをまとめ、読む目的を明らかし、目的に応じて必要な情報を文章から選ぶようにする。
・情報「へらす」段階において、「へらすポイント」を活用したり、友だちと交流したりして中心となる言葉や文を残しながら、不必要な情報を減らしていくことができるようにする。
へらすポイント「語尾を変える」「接続語を減らす」「修飾語などの不要な言葉を減らす」
「別の言葉に言い換える」「不必要な情報を減らす」などの視点
・情報を「つなぐ」段階において、「つなぐポイント」を活用したり、友だちと交流したりして、付箋をつなぎ構成を考え、要約することができるようする。
　　　つなぐポイント「付箋の順番」「接続語」「足りない言葉を付け足す」などの視点
・付箋紙を活用して、一枚に自分が選んだ段落の要点を書く。抜き出したものは青、自分の考えは赤に書き文の構造が見た目で分かるようにする。
②「協同的な学びの良さを生かす」
　　・ペアやグループなど少人数での話し合い活動をすることにより、安心して考えを伝え合う児童が増える。
　　・自分の考えを言葉で相手に伝えることで、自分の考えがより明確になる。
・友だちと伝え合う中で他者の考えを取り入れたり、アイディアをもらったりすることで、より深く考えることができる。
・同じ文章を読んでいても興味をもったことや表現の仕方が違うことに気付かせ、互いのまとめ方のよさを感じることができる。
③「プログラミング的思考を活用した学習」
　　・付箋紙を要約したい順に並べていく作業を通して、論理的に考える活動を取り入れる。
　　・ぺア活動により、順番に並べた付箋紙について話し合うことで、自分の考えを再構築する。
　　・「へらすポイント」「つなぐポイント」についてフローチャートを用いて考え、論理的な思考をする際のツールとして活用する。
　以上の３点を重点的に指導していくことで、論理的に読む力や考える力が身につくようにしたい。

５ 単元の評価規準
	関心・意欲・態度
	読む
	言語についての
知識・理解・技能

	〇紹介文を書くという目的に応じて、興味をもったことをもとに文章を要約しようとしている。
	◎紹介文を書くという目的に応じて、中心となる語や文を捉えて文章を読んでいる。（イ） 
◎紹介文を書くという目的に応じて、要点に注意しながら読み、文章を引用しながら興味をもったところを要約している（エ）
【書く指導】〇要約した文をもとに、興味を持ったことがはっきりと伝わるように紹介文を書いている。
	〇指示語や接続語は、文相互の関係、段落相互の関係を端的に示す手掛かりになることを理解し、文章を読んでいる。（イ(ｸ)）


６ 単元の指導計画・評価計画
	時間
	
	♦ねらい及び〇学習活動
	

	指導上の留意点

	主な評価規準【観点】
（　）内は評価方法

	１
	単元を貫く言語活動「興味を持ったことを中心に、しょうかいしよう。」

	♦単元を貫く問いを持ち、学習課題を設定し学習計画を立てる。
〇初発の感想を書く。
〇問い（興味・関心）を持ったことを要約し、リーフレットやポスターをつくるまでの学習計画を立てる。
	並行読書　科学をテーマにした自分の好きな本を読む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	・文章を読んで自分が「問い」をもったことをもとに要約し、それを紹介するという学習の見通しをもたせる。
・教材文と補助教材について、教師からそれぞれの問いと答えを出し、その詳細について児童が「問い」を持った事柄を要約する動機付けとする。
	【関】自ら問いをもち活動に意欲を持っている（観察、ノート）

	２
	
	♦本文からクイズを作る。
♦漢字や言葉の意味を調べよう。
〇本文をよく読みクイズを作る。
	
	・筆者の構成の工夫にも目を向けさせる。
・朝の会のレクでクイズ大会を行う。
	【関】クイズを意欲的につくることができる。（ノート、観察）


	３
	
	♦文章の組み立てや内容を確かめよう。
〇各段落の見出しを考え文章構成図を考える。
	
	・教材分を読み各段落の要点をまとめる。
・段落相互のつながりを考える。
	【読】段落相互の関係に気を付けて読むことができる。（ノート、観察）

	４
	
	♦「ウミガメの命をつなぐ」を読んで、自分が興味を持ったことを決める。
〇教材文で特に興味をもったことに線を引く。

	
	・それぞれの興味を持ったことを確かめながら机間指導をし、していく。
	【読】自分が興味をもったことを、教材文から探している（観察・ワークシート・付箋）

	５
	
	♦興味を持ったことについて、大事なことを書き出すことができる。
〇興味を持ったことを「びっくりポイントワークシート」にまとめる。
	
	・ペア活動は、興味関心の違う児童にし、「びっくりポイント」が、それぞれの目的に応じて、選んだ情報が異なることに、気付けるようにする。
	【読】目的に応じた情報を教材文から選んでいる。（ 付箋・ワークシート）

	６
	
	♦興味を持ったことについて、情報を取捨選択したり短い文で表したりする。
『CSアンプラグド』
〇中心となる言葉や文を残しながら、不必要な情報を減らし、短い文で書き出す。

	
	・それぞれの情報を付箋に書き出させる祭には、丸写しするのではなく、「へらすポイント」のフローチャートを確認しながら、文を短く書くようにさせる。
・へらしたら再度自分で確認させる。（再構築）

	【読】必要な情報を、付箋に書いている。（付箋）

	７
本時
	
	♦目的に応じて教材文から選んだ情報を、要約する。
〇書き出した付箋について指示語や接続語を使って文をつなげる方法について話し合う。
『CSアンプラグド』
	
	・【つなぐポイント】のフローチャート参考にしながら指示語や接続語を使って文をつなげる方法について話し合う。
・個人で付箋を操作しながら要約の構成を考えたあとに交流させる。
・完成したら確認させる。
（再構築）
	【読】目的に応じて教材文から選んだ情報を要約している。（ワークシート、付箋）


	８
	
	♦要約をもとに、科学的な読み物のリーフレットを作る。
〇初めの文と終わりの文を加えて、リーフレットを完成させる。
	
	・同じ科学的な読み物を読んでいる児童と交流することで、伝えたい内容になっているか検討する。・交流をもとに、修正する。
	【書く】要約をもとに、科学的な読み物のリーフレットを作っている。（リーフレット）


	９
	
	♦友人のリーフレットの良いところや、感じ方の違いを見つけ伝える。
〇友人が作ったリーフレットの発表を聞き、感心したことや感じ方の違いなどを話し合う。
	
	・完成したリーフレットの紹介をする際には、自分が書いた要約を中心に、工夫したことなどを発表できるよう、発表の例を示す。
	【読】友人のリーフレットの要約の仕方や、内容などよいところや感じ方の違いに気付いている。
（観察）
（ワークシート）

	10
	
	♦自分が選んだ資料を読んで、興味を持ったことを決める。［補助教材］
〇興味を持ったことを付箋紙に書き出しワークシートにまとめる。
	
	・児童が興味をもった本を選びやすくするために、使用する科学的な読み物を5冊に限定する。
	【読】目的に応じた情報を自分が選んだ科学的な読み物から選んでいる。
（ 付箋・
ワークシート）

	11
	
	♦情報を取捨選択したり短い文で表したりする。
［補助教材］
〇中心となる言葉や文を残しながら、不必要な情報を減らし、短い文で書き出す。
『CSアンプラグド』

	
	・同じ本を選択した児童同士で情報交換をすることで、戸惑っている児童への手がかりとなるようにする。
	【読】必要な情報を、付箋に書いている。（付箋）

	12
	
	♦目的に応じて教材文から選んだ情報を、要約する。［補助教材］
〇目的に応じて教材文から選んだ情報を、つないで要約する。
『CSアンプラグド』
	
	・戸惑っている児童への手がかりとなるように、同じ本を選択した児童同士で情報交換をする。
・個人で付箋を操作しながら要約の構成を考えたあとに交流させる。
・完成したら推敲させる。
（再構築）
	【読】目的に応じて教材文から選んだ情報を要約している。（ワーク
シート、付箋）
【言】指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす役割を理解し、正しく使っている。（ワークシート）

	13
	
	♦要約をもとに、科学的な読み物のポスターを作る。［補助教材］
〇初めの文と終わりの文を加えて、ポスターを完成させる。
	
	・モデルポスターを掲示することで、児童がやり方を常に確認できるようにする。
・良いところは認め合い、もっと相手に伝わるようにするにはどのように工夫したらよいかという話合いの観点を明らかにする。
	【書】要約をもとに、科学的な読み物のポスターを作っている。（ポスター）


	14
	
	♦友人のポスターの良いところや、感じ方の違いを見つけ伝える。［補助教材］
〇友人が作ったポスターの発表を聞き、感心したことや感じ方の違いなど、気付いたことを書く。
♦これまでの学習を振り返り、学習のまとめをする。
	
	・完成したポスターの紹介をする際には、自分が書いた要約を中心に、工夫したことなどを発表できるよう、例を示す。
・これまでの学習を振り返り、振り返りシートに記入する。
・自分が付けた力と今度の課題に気付くために、自己評価と友人からの評価を照らし合わせる。
	【関】学習を振り返り要約の手順を確認したり、一人一人の感じ方に違いがあることに気付いたりしている。
（ワークシート）（観察）



７ 本時の指導（7／14時間）
（１）ねらい       目的に応じて教材文から選んだ情報を、要約することができる。
（２）本時の評価規準
	評価の観点
	読む能力

	評価規準
	目的に応じて教材文から選んだ情報を要約している。

	評価方法
	授業内：発言、ワークシート
授業後：ワークシート


（３）「めざす子どもの姿」の実現に向けた授業改善(教材・発問・問い返し・過程の工夫等)
	場　面
	工夫点（発問等）
	子どもの姿

	主体的に「問い」をもち、自分なりの考えをもつ

	導入
	自分の伝えたいことを要約するというめあてを確認する。
	自分の伝えたいことを、どうやって要約をするかという問いを持って学習に取り組む。

	他者との交流を通し、「問い」が生まれ自分の考えを広げ深める

	付箋の並べ替えをする
	友だちと付箋紙の順番や接続語、補う言葉などについて話し合う。
	思考の再構築ができ、よりより要約の組み立てを考える。

	学びの過程を振り返り、新たな「問い」をもつ

	振り返り


	次時は感想を、付け足してリーフレットを仕上げることを確認する。
	「感想は何を書こうかな」という次の時間の問いを持つ。




（４）展開
	過程
	学習活動・内容・発問等
	予想される児童の反応
	指導上の留意点、評価等

	導入
五分
	１．接続語のフラッシュ
２．前時の活動を振り返り、今日のめあてを確認する。
	
 (
【
めあて
】
　
興味を持ったところを中心
に
要約ができる
。
)C:今日は要約をするんだな。
	
・見通しもって授業に臨めるようにめあてを確認する。


	






展開
三十五分
	
３．要約する際にどんなことに気をつけると良いか確認する。


４．要点を書きだした付箋の順番を考え要約の構成を考える（個人）『順次処理』


５．自分の考えた要約の構成を見ながらペアで、話をする。（ペア）『再構築』




６．書いた文をペアで読み直す。

	
C:付箋紙どうやってつなぐのかな。
C:接続語も必要だな。


C:付箋紙の順番をどうしようかな。
C:どんな、接続語を使おうかな。

C:ここは言葉が足りないと思うよ。
C:接続語を変えた方がいいよ。
C:アドバスを参考に書こう。

C:文字や文章がおかしい所はないかな
	
・「要約」「つなぐポイント」を再確認する。
・数枚の付箋紙のつなぎ方をみんなで考える。

・机間指導をしながら、困っている子には、フローチャートや接続語の使い方を参考に考えさせる。

・友だちに話をして要約の文章を見直す。（再構築）

【読】「つなぐポイント」をもとに目的に応じて教材文から選んだ情報を要約している。（ワークシート、付箋）



	
	７．授業の振り返りをする。
	C:こうやって要約するんだな。
C:次は、リーフレットを完成させよう。
	・考えたことをシェアできるよ
うに何名かに考えを聞く。
・次時はリーフレットの仕上げをすることを伝える。


[image: ]８　板書計画
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